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本論文は 9 章によって構成されている。序章から第 4 章において学校教育における「伝え合う
力」を考察対象とした本研究の意義を確認し，先行研究の検討を通して教育現場において「伝え
合う力」の教育を実践する際の理論的枠組み確立の重要性，及び方法論的な妥当性について考察
を行っている。第 5 章から第 7 章において，電子掲示板を用いた 3 つの教育実践を取り上げ検討
することで，ことばの力の観点、から言語活動教育におけるかかわりの構築について論じている。
第 8 章及び第 9 章において本研究のまとめとして，学校教育における伝え合う力研究の課題につ
いて論じている。



































第 1 に，学校教育における「伝え合う力」を「ことばの力J の視点から検討し体系化するとい
う本論文の視点は独創的であり，先駆的研究として評価できる。学校教育における言語活動を伝
達や記録の機能として捉えるのではなく，認識，思考，創造，情緒に基盤をおき，ことばの学習
に理論的根拠を位置づけ体系化した点は今後の言語活動教育研究及び実践における新たな視点を
提示したものとして意義がある。
第 2 に，伝え合う力を単に理論的に考究するのではなく，実際の教育現場における指導実践を
取り上げ具体的事例として考察対象とし論じていることが評価できる。それにより具体的な言語
活動モデ、ルを作成しており，今後，作文教育，言語活動，総合的学習，対話，コミュニケーショ
ン教育等，学校教育現場での指導実践に大きく寄与する重要な提案であると言える。
第 3 に，言語活動教育については技術論に重きが置かれ，他者とのかかわりの視点、をもった具
体的な方策についての研究の蓄積が極めて少ない現状の中で，実際の教育実践の事例に基づき言
語活動の教育方策について実証的に提案している点が評価される。本論文の成果は，学校教育に
おける言語活動教育の位置づけを検討する上で一つの視座を占めるものとして評価される。
他方，本論文はいくつかの課題を残している。
第 1 に，伝え合う力をかかわりとことばの力の観点から捉え体系化している点で評価されるが，
言語活動教育における教師の影響について十分に検討されていない。今後，より具体的かつ詳細
な教育実践の場において考究することが求められる。
第 2 に，本研究で学校教育における教師を中心とした生徒集団における言語活動実践を対象と
して考察を行っているが，より大きな集団を対象とした言語活動教育の実践のあり方についての
議論は不十分であり，伝え合う力における場の検討については課題が残されている。かなり入念
に理論的根拠を読み聞いた上で位置づけ徴密な分析がなれているものの，今後，更に多様な事例
の考察を蓄積することによって，より精微なモデ、ルが構築されることを期待したい。
第 3 に，研究によって示された伝え合う力の教育モデ、ノレの普遍的妥当性の問題である。本論文
で示した言語活動教育に関する成果が，学校教育以外の場面や，多様な発育発達段階にある学習
者に対していかなる意味をもつのか，今後，多角的に検討することが重要な課題として残されて
し、る。
しかし，本論文を全体としてみれば，言語活動教育の原理的基盤を詳細に集め，また実際の教
育現場での事例も考察対象としながら分析作業を重ね，一つひとつの研究を着実に展開しており，
学校教育における伝え合う力をことばの教育の観点から統合し体系化を試みるという本論文のね
らいは，ほぼ成功していると判断できる。
よって、本論文は博士(教育情報学)の学位論文として合格と認める。
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